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3ᓥ根県立中ኸ⑓㝔 ⑓理組織デ断科  4ᓥ根県立中ኸ⑓㝔 ⑓㝔長 

 

࠙目的ࠚ 

当㝔は㝔ෆ独自の㝔ෆがん登録ツールを構築し運用を行っている。ツールには⑓理デ断

システムからがんとデ断した情報が連携しているが、⑓理་の指定した連携データのᡥ平

上⓶⒴に㝔ෆがん登録では対㇟外の日ගゅ໬⑕が含まれていた。日ගゅ໬⑕とは、៏性的

に日ගや⣸外⥺をᾎࡧることによって㢌や㢦などに発生する上⓶ෆがんである。高㱋にな

るほど発生㢖度は高くなり、この⭘⒆は近年増加ഴ向にある。日ගゅ໬⑕をᨺ置すると進

行してᡥ平上⓶⒴になることから、⑓理報࿌書と㝔ෆがん登録データを使って「日ගゅ໬

⑕が起ᅉするᡥ平上⓶⒴」の発⑕ഴ向の検証行ったので報࿌する。 

 

࠙方法ࠚ 

（1）1999年以㝆の⑓理報࿌書から「日ගゅ໬⑕」「ග⥺ゅ໬⑕」「solar keratosis」「actinic 

keratosis」をキーワードとしてᢳฟを行った。ᢳฟされた 197 件の中から「日ගゅ໬⑕」

と「日ගゅ໬⑕が起ᅉするᡥ平上⓶⒴」に分㢮し年㱋による発⑕ഴ向の分析を行った。 

（2）そのෆ、㝔ෆがん登録データ 2005年㹼2016年デ断の⓶⭵に発⑕したᡥ平上⓶⒴ 86件

から「日ගゅ໬⑕が起ᅉするᡥ平上⓶⒴」をᢳฟしዲ発部఩・年㱋・ステージ別で分析を

行った。 

 

࠙結果ࠚ 

（1）⑓理報࿌書では「日ගゅ໬⑕」が 111 件、「日ගゅ໬⑕が起ᅉするᡥ平上⓶⒴」が 43

件で、そのෆ 11 件は日ගゅ໬⑕が同᫬に報࿌されていた。また、日ගゅ໬⑕と確定できな

い疑⑕例を含んだ「その௚」が 43 件だった。年㱋別の件数では「日ගゅ໬⑕」が 60 代 12

件・70代 35件・80代 48件・90代 16件で 70㹼80代が全体の約 74㸣を༨め（図 1）、「日ග

ゅ໬⑕が起ᅉするᡥ平上⓶⒴」は 60代 2件・70代 7件・80代 19件・90代 15件で 80ṓ以

上が約 79㸣を༨めていた（図 2）。どちらも 60 ṓ以㝆で発⑕し年㱋とともに増加ഴ向にあ

るが（図 3）、年㱋別の割合で見ると、「日ගゅ໬⑕が起ᅉするᡥ平上⓶⒴」が 60代の 14㸣

から 90代では 48㸣と約༙分を༨めていた（図 4）。 
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（2）㝔ෆがん登録データでは「日ගゅ໬⑕が起ᅉするᡥ平上⓶⒴」は 24 件であり、発⑕

部఩はすべて日ගゅ໬⑕のዲ発部఩と同じ㹁44.1（║▛）、㹁44.2（外⪥）、㹁44.3（㢋部・

こめかみ）であった（図 5）。また、ዲ発部఩におけるᡥ平上⓶⒴ 46件の中、日ගゅ໬⑕が

起ᅉする⒴が約༙分の 52㸣を༨めていた。ステージ別では約 75㸣がϨ期以上の浸₶⒴で所

属リンパ⠇㌿移のあるϪ期も含まれていた（図６）。年㱋別では 60 代 1 件・70 代 4 件・80

代 7件・90代 12件で 80ṓ以上が約 79㸣を༨め⑓理報࿌書の結果と同じഴ向であった（図

７）。 

 

࠙考ᐹࠚ 

日ගゅ໬⑕は 60 ṓ以㝆で発⑕し 80 ṓ以㝆にᡥ平上⓶⒴へ進行することが示၀された。ま

た、ዲ発部఩では浸₶性のᡥ平上⓶⒴が多く、日ගゅ໬⑕の἞⒪により浸₶⒴はῶᑡする

と考える。日ගゅ໬⑕は高㱋者の発⑕㢖度が高く年々増加ഴ向にあり、ᨺ置すれば浸₶⒴

へと進行するため対策が必要な極初期の上⓶ෆᡥ平上⓶⒴である。がん対策の基礎データ

である㝔ෆがん登録では日ගゅ໬⑕は登録対㇟外であるが、同じ⓶⭵⒴であるボーエン⑓

は登録対㇟である。今後は日ගゅ໬⑕もがん対策の基礎データとして登録することを考៖

すべきである。今ᅇは当㝔のみの検証であるが、ᓥ根県のような高㱋者県では日ගゅ໬⑕

を起ᅉとするᡥ平上⓶⒴は増加ഴ向にあると推ᐹされる。㝔ෆがん登録の対㇟外であって

も県立の地ᇦがんデ⒪連携拠点⑓㝔として県Ẹに必要な情報を発信していくことが当㝔の

役割だと考える。 

 

 

        
ᅗ 1㸬᪥ගゅ໬⑕のᖺ㱋ู๭ྜ     ᅗ㸰㸬᪥ගゅ໬⑕が㉳ᅉࡍるᡥᖹୖ⒴のᖺ㱋ู๭ྜ  
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ᅗ㸱㸬ᖺ㱋ู࣭᪥ගゅ໬⑕と᪥ගゅ໬⑕が㉳ᅉࡍるᡥᖹୖ⓶⒴の௳ᩘ 

 

  
ᅗ㸲㸬ᖺ㱋ู࣭᪥ගゅ໬⑕と᪥ගゅ໬⑕が          ᅗ㸳㸬㒊఩ู௳ᩘ 

㉳ᅉࡍるᡥᖹୖ⓶⒴の๭ྜ 
 
 

     
     ᅗ㸴㸬ูࢪ࣮ࢸࢫ๭ྜ               ᅗ㸵㸬ᖺ㱋ู๭ྜ 
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